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研究分野：数物系化学 

科研費の分科・細目：地球惑星科学・固体地球惑星物理学 

キーワード：火山現象、海洋プレート 

 
１．研究計画の概要 

 北西太平洋の古い海洋プレート上で発見さ
れた「プチスポット火山(Hirano et al., 
2006)」は、海洋プレートの破砕域に沿って
地下深部のメルトが噴出する新しいタイプ
の火山である。プチスポット火山のマグマは
噴出する際に、海洋プレート中の火道の壁岩
を捕獲しており、これらの捕獲岩は、北西太
平洋プレート物質そのものであることが考
えられる。この火山活動の調査を通じ、本研
究では、古い海洋プレート構造・進化過程の
解明、プチスポット火山噴火・メルトの形成
メカニズムの解明を試みる。本研究では、そ
のプチスポット火山海域における 
(１) 地球物理学的・地質学的調査および岩石

試料採取を実施する。 
(２) 試料の化学分析・物性計測を行い、その

値などから見積もる地下深部での岩石物
理化学データを得る。 

(３) 得られたデータを照合・解析することで、
海洋プレート（リソスフェア）の実体解明
に向けた取り組みを行う。 

 

２．研究の進捗状況 

北西太平洋域における広域プチスポット調

査（YK08-09：首席・馬場）、チリ沖ナスカプ

レートにおける調査（MR08-06 Leg1；首席・

阿部）、また、北西太平洋行きでは、BBOBS

の設置（21 年度）、OBEM 設置・回収航海(２

１，２２年度)を行った。 

 その結果、北西太平洋海域下にはプルーム

などの異常が見られず，普通の海洋プレート

下のアセノスフェア構造であること、古い海

洋プレート断裂帯において，海洋プレート内

微小地震が発生していること、同海域に高熱

流量異常および海山周辺に低熱流量異常が

存在することなどが明らかになった。 

 また捕獲岩試料を用いて地殻深部〜上部

マントルの熱物質構造およびマントル組成

について研究をすすめた結果，それらがマグ

マに捕獲された深度が試料毎に異なること

が明らかになり、また海域調査で得られた地

震波速度の強い速度異方性が見られないこ

とが分かった。 

 さらに、チリ沖ナスカプレートにおいても

プチスポット火山を発見した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 

 特に最上部マントル（リソスフェアーアセ

ノスフェア境界）付近の構造探査（地震波速

度および電気伝導度調査）、および 20 年度ま

でに採取された岩石試料の分析順調に進ん

でいる。 

 一方で、調査航海として申請していた、捕

獲岩採取航海および地殻熱流量測定航海が 2

度不採択となり、実施できていない。プチス

ポット火山に含まれる深部岩石の捕獲岩採

取および火山体における地殻熱流量測定は、

本研究実施を完了するためには必要な項目

であるが、今後は現状得られたデータと試料

を用いて研究のまとめを行う予定である。 
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４．今後の研究の推進方策 

 当該科研費最終年度の本年度は、これまで

得られた試料やデータ解析のまとめを中心

に行う。現在得られたデータは、各分野断片

的ではあるが、これらを統合し、東北日本に

沈み込む海洋プレート構造の解析を中心に、

研究を進めてゆく方針である。 

(１)  調査航海：22年度設置BBOBSの回収。 

(２) 試料分析・データ解析： 

① 22 年度までに設置・回収した海底電位磁

力計（OBEM）データ解析による百数十 km

の深さまでのマントル構造探査（リソスフェ

ア/アセノスフェア境界探査） 

② 22 年度までに設置した広帯域海底地震計

(BBOBS)データ解析による震源分布観測およ

びデータ解析、海底地震観測によるプチスポ

ットのメルト生成場マントルの状態の推定。 

③ 地形調査と火山体分布調査、プロトン磁力

計・三成分磁力計・重力計による地磁気異常，

重力異常など地球物理学的調査による火山

分布および地下構造探査。 

④ 岩石試料の分析(採取済み試料)：顕微鏡捕

獲岩試料の記載、EPMA・LA-ICPMS による

鉱物化学組成測定・平衡温度圧力の推定，岩

石試料全般の同位体比計測，岩石レオロジー

研究：EBSD による鉱物方位観察を行う。 

 なお、本研究の主な調査海域(北西太平

洋域)は、東日本大震災における東北沖海洋プ

レートのアウターライズ地震が起こる可能

性が指摘されている場所である。そのため、

緊急調査等追加調査が実施される場合には、

積極的に申請し、調査を実施する方針である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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